
 

 

 

成城大学 

境新一ゼミナール 清水チーム 

 

 「世田谷区内の連携強化による価値創造と魅力発信 

                  人材育成機関「世田谷創造学校」」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加メンバー（敬称略） 

チームリーダー：清水  巧（3年） 

     鷲見 将太（3年）      堀越 大翔（3年） 

     齋藤 尚暉（3年）      西坂 圭祐（3年） 

     木村 祐紀（3年）      新島 崇弘（3年） 

     西牟田祐希（3年）      吉廣  琢（3年） 

     山村 鉄兵（3年）      中山 綺乃（3年） 

     大塚 仁美（3年）      山本里瞳美（3年） 

     樋口有里紗（3年）      熊田 奈月（3年） 

     畠山すみれ（3年）      宮城あずさ（3年） 

指導教員：境  新一（経済学部経営学科 教授） 

- 219 -



世
田
谷
区
内
の
連
携
強
化
に
よ
る
価
値
創
造
と
魅
力
発
信

 

人
材
育
成
機
関
「
世
田
谷
創
造
学
校
」
事
業
提
案
書

 
要
旨
 

 

平
成

26
年

10
月

17
日
（
金
）

 成
城
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科

  
境
 新

一
 ゼ

ミ
ナ
ー
ル
 

 テ
ー
マ
選
定

 
 
 

 
 

 
今
回
、
事
業
計
画
案
を
提
案
す
る
上
で
、
 
 
 
 
 

 

 
①

 
大
学
地
域
と
行
政
の
連
携
促
進
に
関
す
る
提
案

 

 
②

 
区
内
外
に
向
け
て
世
田
谷
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

(c
it

y
 s

a
le

s)
で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案

 

 
③

 
世
田
谷
区
の
産
業
振
興
に
関
す
る
提
案

 

以
上
の

3
つ
の
中
か
ら
中
心
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。

 

私
た
ち
の
事
業
計
画
案
で
は
、
上
記
全
て
、
特
に
①
と
②
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
今
回
は
②
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
す
る
。

 

 提
案
背
景

 

世
田
谷
区
に
は
、

2
3
区
内
で
は

2
番
目
の
広
大
な
耕
地
面
積
、
さ
ら
に
は

1
5
校
も
の
大
学
が
区
内
に
点
在
す
る
こ
と
な
ど
、

 

活
用
で
き
る
地
域
特
性
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
、
日
頃
の
研
究
で
得
た
知
見
を
用
い
て
、

 

世
田
谷
区
の
さ
ら
な
る
発
展
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
事
業
計
画
案
を
作
成
し
た
。

 

 
私
た
ち
は
、
地
域
振
興
に
お
い
て
①
人
材
の
育
成
、
②
産
学
公
連
携
に
よ
る
事
業
創
造
、
以
上
の
要
素
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

 

 
 

事
業
提
案

 

 
今
回
私
た
ち
が
提
案
し
た
「
世
田
谷
区
創
造
学
校
」
は
、
地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
世
田
谷
区
を
学
び
の
場
と

し
て
価
値
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
理
論
と
実
践
の
両

面
を
兼
ね
備
え
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
育
成
し
、
世
田
谷
区
に
学
び
の
場
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
価
値
創
造
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

  
世
田
谷
創
造
学
校
で
は
内
容
別
に
学
習
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。
①

 
６
次
産
業
×
都
市
農
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 
②

 
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 

③
 
文
化
・
芸
術
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス
の

3
つ
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
各
学
習
コ
ー
ス
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 予
想
効
果

 

当
事
業
計
画
案
に
よ
り
、
以
下
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

①
能
力
の
持
っ
た
人
材
の
育
成
・
輩
出
し
、
そ
の
修
了
後
の
選
択
と
し
て
世
田
谷
区
内
で
の
活
躍
の
場
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
・
地
域
振
興
が
期
待
で
き
る
。

 

②
学
び
の
地
域
と
し
て
の
世
田
谷
区
の
面
を
強
化
し
、
輩
出
し
た
能
力
の
高
い
人
材
が
魅
力
発
信
の
役
割
も
兼
ね
、
世
田
谷
区
の
価
値
を
認
識
さ
せ
、
産
業
・
地
域
振
興
が
期
待
で
き
る
。

 

図
表

 
世
田
谷
創
造
学
校
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
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第
1
章

 
は
じ
め
に

 

 
私
た
ち
成
城
大
学
経
済
学
部
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

3
年
は
、
世
田
谷
区
に
あ
る
成
城
キ
ャ
ン
パ
ス

に
通
い
始
め
て

2
年
と
半
年
が
経
過
し
た
。
中
で
は
、
成
城
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
大
学
に

至
る
ま
で
一
貫
し
て
進
学
し
て
い
る
者
も
お
り
、
時
の
経
過
と
と
も
に
世
田
谷
区
が
自
分
た
ち

に
と
っ
て
、
非
常
に
馴
染
み
の
あ
り
愛
着
の
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
が

所
属
し
て
い
る
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
成
城
を
は
じ
め
と
し
た
世
田
谷
区
内
の
商
店
街
の
調
査
、

世
田
谷
区
内
の

5
大
学
が
共
同
開
催
し
て
い
る
「
せ
た
が
や
ま
ち
な
か
研
究
会
」
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
課
外
研
究
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
世
田
谷
区
へ
の
想
い
は
日
毎
に
堅
強
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
日
々
の
研
究
成
果
を
用
い
て
、
さ
ら
に
こ
の
街
を
良
く
し
た

い
、
他
の
地
域
の
人
々
が
今
以
上
に
憧
れ
る
地
域
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い
も
湧
出
し
て
止
ま

な
い
。

 

現
在
、
世
田
谷
区
に
は
、
都
内
で
は

2
番
目
の
広
大
な
土
地
、
さ
ら
に
は

1
5
校
も
の
大
学

が
区
内
に
点
在
す
る
こ
と
な
ど
、
活
用
で
き
る
地
域
特
性
が
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地

域
特
性
を
、
日
頃
の
研
究
で
得
た
知
見
を
用
い
て
、
世
田
谷
区
の
さ
ら
な
る
発
展
に
結
び
付
け

る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
事
業
計
画
案
を
作
成
し
た
。

 

 世
田
谷
区
の
さ
ら
な
る
地
域
振
興
を
考
え
る
上
で
、
下
の
図
表

1
-1

の
よ
う
な
行
政
、
教
育

機
関
、
民
間
企
業
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
協
力
関
係
を
築
い
て

事
業
創
造
を
す
る
こ
と
が

 

不
可
欠
と
考
え
る
。
今
回
私
た
ち
が
、
提
案
す
る
人
材
育
成
事
業
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
協
力

関
係
の
下
、
世
田
谷
区
の
さ
ら
な
る
価
値
創
造
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

 
具
体
的
に
は
、
地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
理
論
と
実
践
の
両
面
を
兼
ね

備
え

た
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

育
成

し
、

輩
出

し
た

人
材

の
地

域
貢

献
、

さ
ら

に
は

 
 

世
田
谷
区
を
学
び
の
場
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
価
値
創
造
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

  
今
回
、
事
業
案
を
提
案
す
る
上
で

 

①
 
大
学
地
域
と
行
政
の
連
携
促
進
に
関
す
る
提
案

 

②
 
区
内

外
に
向

け
て
世

田
谷

の
魅
力
を

発
信
す

る
こ

と
(c

it
y
 s

a
le

s
)で

、
地
域
活
性
化
を
図
る
提
案

 

③
 
世
田
谷
区
の
産
業
振
興
に
関
す
る
提
案

 

 以
上
の

3
つ
の
中
か
ら
中
心
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
と
い
う
規
定

が
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
事
業
計
画
案
で
は
、
上
記
全
て
、

特
に
①
と
②
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
今
回
は
②
を

中
心
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
す
る
。

 

 

第
2
章

 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
取
り
組
み
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析

 
 2

-1
 
世
田
谷
区
の
特
徴

 

世
田
谷
区
は
、
東
京
都
の
中
で
も
有
数
の
地
域
で
あ
る
。
人
口
総
数
は

8
6

.7
万
人
（

2
3
区

中
1
位
）
、
面
積
は

5
8

.0
8
㎢

(同
2
位

)、
世
帯
数
は

4
5

.1
万
世
帯

(同
1
位

)と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
世
田
谷
区
に
は
多
く
の
研
究
・
教
育
機
関
（
大
学
）
と
商
店
街
が
存
在
し
、
大

学
、
地
元
企
業
と
行
政
と
の
間
に
産
・
学
・
公
の
地
域
連
携
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、

成
城
の
場
合
、
成
城
学
園
が

1
9

2
5
（
大
正

1
5
）
年
に
新
宿
区
か
ら
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、

成
城
商
店
街
も

1
9

2
9
（
昭
和
４
）
年
か
ら
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
も
つ
。

 

ま
た
、
今
日
で
は
多
く
の
国
際
協
力
・
多
文
化
共
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
行
わ
れ
て
お
り

外
国
人
居
住
者
数
の
増
加
や
広
大
な
農
地
面
積
（
経
営
耕
地
面
積

1
2

,5
8

3
a
、
練
馬
区
に
次
い

で
都
内
第

2
位
）
を
活
か
し
た
都
市
農
業
等
の
魅
力
と
高
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

 

 

図
表

2
-1
 
東
京
都
の
人
口
・
面
積
・
人
口
密
度
お
よ
び
世
帯
数

 
(単

位
 
世
帯
数
＝
世
帯
 
人
口
，
人
口
密
度
＝
人
 
面
積
＝
k
㎡
) 

平
成

26
年

1
月

1
日
 
現
在

日
本

人
外

国
人

面
積

 人
口
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度
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数

総
数

（1
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た

り
）
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13
,2

02
,0

41
12

,8
07

,6
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4,

41
0
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03

2
6,
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66
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6,
40
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7
20
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9
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73

２
３

区
部

9,
01

6,
34

2
8,

68
5,

75
6

33
0,

58
6

62
2.

99
14

,4
73

4,
76

3,
32

4
4,

52
1,

39
1

17
7,

67
3

64
,2

60

千
代

田
区

54
,1

60
51

,7
03

2,
45

7
11

.6
4

4,
65

3
30

,4
29

28
,5

42
1,

54
3

34
4

中
央

区
13

2,
61

0
12

7,
69

4
4,

91
6

10
.1

8
13

,0
27

76
,4

55
72

,6
53

2,
86

7
93

5

港
区

23
5,

33
7

21
7,

23
3

18
,1

04
20

.3
4

11
,5

70
13

4,
38

7
12

1,
68

4
9,

83
5

2,
86

8

新
宿

区
32

4,
08

2
28

9,
96

1
34

,1
21

18
.2

3
17

,7
77

20
1,

06
0

17
4,

19
8

23
,5

01
3,

36
1

文
京

区
20

4,
25

8
19

7,
17

1
7,

08
7

11
.3

1
18

,0
60

11
1,

04
6

10
5,

45
2

4,
45

7
1,

13
7

台
東

区
18

7,
79

2
17

4,
99

0
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,8
02
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.0

8
18

,6
30
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7,

94
1

98
,5

43
7,

51
9

1,
87

9

墨
田

区
25

4,
62

7
24

5,
31

8
9,

30
9

13
.7

5
18

,5
18

13
6,

06
5
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9,
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7

4,
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2,

44
0

江
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区
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14

2
46
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90
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,2
34
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83
6
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18
1
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46

6
4,

18
9
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1
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31
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46
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.7
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2,
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7
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0
2,

37
7

目
黒
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7,
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9
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7
6,
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2
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.7
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8,

79
4

14
3,

39
0

3,
86

4
1,

54
0
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区
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1,
41

6
68

2,
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1
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,5
45
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.4

2
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36
4,

42
3

35
1,
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44
8
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2
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45
58
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14
,9

37
45

1,
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0,
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3,
95

4

渋
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区
21

4,
66

5
20

5,
78

5
8,

88
0

15
.1

1
14

,2
07

12
9,

40
6

12
2,

63
1

5,
04

7
1,

72
8

中
野

区
31

3,
66

5
30

2,
71

6
10

,9
49

15
.5

9
20

,1
20

18
7,

89
5

17
8,

89
7

7,
14

4
1,

85
4

杉
並

区
54

2,
95

6
53

2,
24

7
10

,7
09

34
.0

2
15

,9
60

30
1,

51
6

29
2,

78
9

6,
45

1
2,

27
6

豊
島

区
27

1,
64

3
25

2,
11

0
19

,5
33

13
.0

1
20

,8
80

16
3,

48
1

14
7,

98
0

13
,3

02
2,

19
9

北
区

33
4,

72
3

32
0,

16
5

14
,5

58
20

.5
9

16
,2

57
18

0,
23

0
16

9,
98

0
7,

78
4

2,
46

6

荒
川

区
20

7,
63

5
19

2,
07

6
15

,5
59

10
.2

0
20

,3
56

10
7,

06
3

96
,4

63
8,

32
5

2,
27

5

板
橋

区
54

0,
04

0
52

3,
32

6
16

,7
14

32
.1

7
16

,7
87

28
2,

64
0

27
0,

31
1

8,
62

4
3,

70
5

練
馬

区
71

1,
21

2
69

8,
35

4
12

,8
58

48
.1

6
14

,7
68

34
7,

09
6

33
7,

45
4

6,
17

3
3,

46
9

足
立

区
67

0,
38

5
64

7,
86

9
22

,5
16

53
.2

0
12

,6
01

31
9,

48
6

30
4,

91
3

8,
39

1
6,

18
2

葛
飾

区
44

8,
18

6
43

4,
22

0
13

,9
66

34
.8

4
12

,8
64

21
5,

47
2

20
5,

96
9

6,
14

4
3,

35
9

江
戸

川
区

67
6,

11
6

65
2,

62
0

23
,4

96
49

.8
6

13
,5

60
31

8,
94

4
30

2,
70

6
10

,9
63

5,
27

5

市
部

4,
09

9,
40

5
4,

03
6,

44
8

62
,9

57
78

3.
94

5,
22

9
1,

89
5,

80
5

1,
84

8,
61

5
29

,2
71

17
,9

19

郡
部

58
,9

56
58

,3
16

64
0

37
5.

96
15

7
25

,3
47

24
,8

71
21

4
26

2

島
部

27
,3

38
27

,1
11

22
7

40
5.

78
67

15
,1

93
14

,9
80

81
13

2

世
帯

数

総
世

帯
数

日
本

人
の

み

の
世

帯
数

外
国

人
の

み

の
世

帯
数

複
数

国
籍

世
帯

数

地
域

人
口

総
数

人
口

 
資
料
：
東
京
都
総
務
局
統
計
部
｢
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
世
帯
と
人
口
｣
 
世
田
谷
区
役
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
デ
ー
タ
よ
り
作
成

 
（
注
）
面
積
は
平
成

2
5
年

1
0
月

1
日
現
在
の
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
｢全

国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
｣に

よ
る

 

  

図
表

1
-1
 
世
田
谷
区
内
で
の
事
業
創
造
図
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図
表

2
-2
 
東
京
都
地
域
別
農
家
数
・
農
家
の
世
帯
員
数
お
よ
び
経
営
耕
地
面
積
 

(単
位

 
農
家
数
＝
経
営
体

 
世
帯
員
数
＝
人
 
経
営
耕
地
面
積
＝
ａ

) 
平
成

22
年

2
月

1
日

 
現
在
 

農
家

数
農

家
の

世
帯

員
数

総
数

総
数

1
3
,0

9
9

2
7
,2

2
4

5
8
2
,5

5
0

1
,7

6
7

4
,6

9
0

6
9
,7

5
3

千
代

田
―

―
―

中
央

2
―

3
8

港
1

χ
χ

新
宿

1
―

1
1

文
京

1
χ

χ

台
東

1
―

1
3

墨
田

―
―

―

江
東

1
―

1
0

品
川

1
―

―

目
黒

1
3

2
9

2
9
2

大
田

1
1

3
0

7
4
0

世
田

谷
4
1
8

9
5
2

1
2
,5

8
3

渋
谷

―
―

―

中
野

1
6

1
0

4
9
2

杉
並

1
1
9

2
8
2

4
,2

9
3

豊
島

―
―

―

北
―

―
―

荒
川

―
―

―

板
橋

8
2

1
6
2

2
,2

1
2

練
馬

5
1
6

1
,5

5
7

2
3
,5

1
0

足
立

2
2
4

5
6
2

7
,5

8
8

葛
飾

1
4
0

4
5
4

9
,1

0
4

江
戸

川
2
2
0

6
4
8

8
,5

0
9

9
,2

0
8

1
9
,8

4
1

4
1
4
,1

7
2

9
8
8

1
,1

2
5

3
1
,7

8
7

1
,1

3
6

1
,5

6
8

6
6
,8

3
8

島
部

経
営

耕
地

面
積

総
数 区

部

市
部

郡
部

地
域

 
資
料

 
｢2
01
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
東
京
都
調
査
結
果
報
告

(農
林
業
経
営
体
調
査

)｣
 

世
田
谷
区
役
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
デ
ー
タ
よ
り
作
成
 

 

図
表

2
-3
 
世
田
谷
区
の
特
徴

 

 6.耕
地

面
積

が
12

.58
3（

a）
で

あ
り、

23
区

内
第

2位

→
講

師
とな

りう
る

人
材

・知
の

集
積

地
で

あ
る

→
消

費
者

が
多

い

商
業

面
か

ら
見

る
特

徴

→
都

心
か

ら
の

交
通

の
便

が
良

い

→
都

内
に

お
い

て
も

農
業

活
動

を
行

う余
地

が
あ

る

世
田

谷
区

の
地

域
特

徴
1.人

口
は

約
86

.7万
人

で
23

区
内

随
一

で
あ

る
2.都

内
随

一
の

富
裕

エ
リア

で
あ

る
3.都

心
へ

の
通

勤
者

の
住

宅
地

で
構

成
され

る
ベ

ッド
タウ

ン
で

あ
る

4.1
5校

も
の

大
学

が
点

在
して

い
る

5.世
代

を
問

わ
ず

、盛
ん

に
学

習
機

会
が

設
け

ら
れ

て
い

る

 
  

2
-2

 
大
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
～
せ
た
が
や
ま
ち
な
か
研
究
会
～

 

こ
こ
で
は
、
世
田
谷
区
が
主
導
す
る
世
田
谷
ま
ち
な
か
観
光
研
究
会
お
よ
び

5
大
学
の

 

学
生
・
教
員
で
構
成
さ
れ
る
、
せ
た
が
や
ま
ち
な
か
研
究
会
の
概
要
を
述
べ
る
。

 

上
記
研
究
会
は

2
0

1
3
（
平
成

2
5
）
年

7
月
に
協
議
会
に
再
編
さ
れ
、
世
田
谷
ま
ち
な
か
観

光
協
議
会
の
第
１
回
（
総
会
）
が

2
0
1

3
（
平
成

2
5
）
年

7
月

3
1
日
（
産
業
プ
ラ
ザ
）
に
開

催
さ
れ
た
。
世
田
谷
ま
ち
な
か
観
光
協
議
会
事
務
局
は
公
益
財
団
法
人
・
世
田
谷
区
産
業
振
興

公
社
商
業
・
観
光
・
も
の
づ
く
り
支
援
係
に
あ
る
。

 

 
こ
れ
と
並
行
し
て
、
世
田
谷
ま
ち
な
か
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
、
地
元
企
業

と
行
政
と
の
間
に
産
・
学
・
公
の
地
域
連
携
の
可
能
性
を
模
索
し
つ
つ
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
試
み
を
提
案
し
、
実
践
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 

研
究
会
は
、
国
士
舘
大
学
・
田
中
史
人
，
駒
澤
大
学
・
松
本
典
子
，
昭
和
女
子
大
学
・
鶴
田

佳
子
，
成
城
大
学
・
境

 
新
一
，
日
本
大
学
・
後
藤
範
章
の

5
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
教
員
お
よ

び
学
生
で
構
成
さ
れ
、
当
該

5
大
学
内
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
１
回
が

2
0

1
2

（
平
成

2
4
）年

6
月
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、2

0
1

4
年

8
月
末
現
在
で

5
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

各
大
学
と
の
情
報
交
流
を
通
じ
て
世
田
谷
区
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

 

 

図
表

2
-4
 
せ
た
が
や
ま
ち
な
か
研
究
会
の
内
容

 

回
開

催
日

主
催

校
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

テ
ー

マ

第
１

回
20

12
 6

.2
4

駒
澤

大
学

，
昭

和
女

子
大

学
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
「ま

ち
あ

る
き

フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

」
5大

学
の

学
生

を
7グ

ル
ー

プ
に

分
け

，
三

軒
茶

屋
，

世
田

谷
沿

線
，

用
賀

，
等

々
力

渓
谷

に
各

グ
ル

ー
プ

で
ま

ち
あ

る
き

を
行

い
，

「ま
ち

あ
る

き
フ

ォ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
」の

テ
ー

マ
「H

A
P
P
Y
」を

踏
ま

え
た

写
真

を
撮

影
。

第
２

回
20

12
 1

1.
24

日
本

大
学

「世
田

谷
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
　

－
ま

ち
な

か
の

可
視

化
と

可
知

化
を

め
ざ

し
て

－
」

国
士

舘
駒

澤
1）

用
賀

に
お

け
る

便
利

屋
事

業
　

　
　

　
2）

せ
た

が
や

検
定

昭
和

1）
下

の
谷

商
店

会
と

三
宿

四
二

〇
商

店
会

と
の

取
り

組
み

2）
世

田
谷

の
コ

ラ
ボ

企
画

「せ
た

が
や

芸
術

散
歩

」を
通

し
て

成
城

「学
び

の
場

」と
し

て
の

商
店

街
と

大
学

の
連

携
に

関
す

る
調

査
　

－
成

城
と

そ
の

周
辺

を
中

心
に

－



日
本

1）
月

見
湯

温
泉

 笑
顔

を
生

み
出

す
下

高
井

戸
・桜

上
水

の
隠

れ
た

名
湯

2）
岡

さ
ん

の
い

え
 T

O
M

O
 ―

大
き

な
窓

を
開

け
放

つ
小

さ
な

家
―

第
３

回
20

13
 7

.1
3

成
城

大
学

　
　

　
　

　
「大

学
と

商
店

街
　

－
地

域
連

携
の

可
能

性
を

探
る

－
」

国
士

舘
商

業
振

興
，

農
業

振
興

に
お

け
る

近
隣

商
店

街
と

の
産

官
学

連
携

の
　

在
り

方
に

つ
い

て
駒

澤
せ

た
が

や
観

光
～

学
生

，
体

験
し

た
っ

て
よ

～
昭

和
1）

三
宿

四
二

〇
商

店
街

と
の

連
携

　
　

2）
世

田
谷

パ
ン

祭
り

成
城

1）
　

「S
1　

リ
ー

グ
：そ

う
だ

商
店

街
に

も
行

こ
う

！
」　

2）
　

成
城

学
園

前
駅

北
口

か
ら

成
城

大
学

ま
で

の
広

い
一

帯
を

舞
台

に
し

た



　
映

画
祭

の
企

画



日
本

下
高

井
戸

商
店

街
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

ビ
デ

オ

第
４

回
20

13
 1

1.
16

国
士

舘
大

学
　

　
　

　
　

　
　

「世
田

谷
駅

前
商

店
街

活
性

化
プ

ラ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
」

国
士

舘
1）

参
勤

交
代

パ
レ

ー
ド

　
　

2）
や

す
ら

か
カ

フ
ェ

　
　

3）
ま

ち
な

か
研

究
駒

澤
な

い
な

ら
ば

　
作

っ
て

し
ま

お
う

　
世

田
谷

城
昭

和
三

軒
茶

屋
の

商
店

街
活

性
化

の
取

り
組

み
～

し
た

の
や

え
ん

に
ち

と
　

三
茶

ま
ち

道
楽

～



成
城

世
田

谷
駅

前
商

店
街

活
性

化
案

　
～

御
代

官
様

は
外

国
人

？
日

本
下

高
井

戸
商

店
街

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

ビ
デ

オ

第
５

回
20

14
 8

.2
昭

和
女

子
大

学
　

　
　

　
　

　
　

「せ
た

が
や

学
生

プ
レ

ゼ
ン

大
会

の
中

間
報

告
」

国
士

舘
1）

都
会

に
泊

ま
ろ

う
　

　
2）

高
齢

者
が

働
け

る
食

堂
　

　
3）

K
.B

.S
駒

澤
動

画
で

発
見

！
魅

力
あ

る
世

田
谷

　
住

む
人

・来
る

人
・知

る
人

へ



昭
和

三
茶

・三
宿

に
お

け
る

「ま
ち

の
輪

」を
生

み
出

す
情

報
発

信
成

城
地

域
活

性
化

”ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
－

学
び

の
地

域
と

し
て

の
世

田
谷

区
　

ブ
ラ

ン
ド

の
構

築
－

日
本

世
田

谷
の

市
民

住
民

団
体

　
－

ビ
ジ

ュ
ア

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
公

共
財

化
－
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2
-3

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
分
析

 

（
1
）
調
査
目
的

 

世
田
谷
区
内
外
問
わ
ず
、
住
民
が
世
田
谷
区
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
印
象
に
つ
い
て
、
世
田

谷
区
内
の
教
育
施
設
へ
の
需
要
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
す
べ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
 

 （
2
）
調
査
内
容
お
よ
び
方
法
等

 

2
0

1
4
年

7
月
に
、
成
城
大
学
生
、
日
本
大
学
生
、
他
一
般
の
方
々
の
計

3
1

9
名
を
対
象
に
、

主
に
教
育
機
関
に
対
し
て
、
世
田
谷
区
に
対
し
て
の

2
点
に
関
す
る
質
問
を
問

1
～

9
（
問

1

～
4
は
調
査
対
象
者
の
属
性
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
）
に
分
け
て
調
査
し
た
。

 

 

 
（

3
）
設
問
内
容

 

 
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
以
下
の
設
問
で
行
っ
た
。

 

問
1
 
年
齢
 
問

2
 
性
別
 
問

3
 
 
居
住
地

 
問

4
 
 
職
業

 

問
5

 
今
ま
で
に
、
大
学
や
専
門
学
校
に
所
属
し
な
が
ら
、
他
の
専
修
学
校
の
講
義
を
受
け

る
こ
と
に
興
味
・
関
心
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
興
味
・
関
心
が
な
い
と
回
答
し
た
方
は
、

必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
講
座
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
ま
す
か
。

 

問
6

 
あ
な
た
が
世
田
谷
区
の
特
徴
を
一
言
で
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
何
で
す
か
。

 

問
7

 
あ
な
た
が
世
田
谷
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
（
将
来
を
含
め
）
を
創
る
と
す
れ
ば
、
何

を
考
え
ま
す
か
。

 

問
8

 
あ
な
た
が
将
来
の
ご
自
身
に
投
資
を
す
る
と
す
れ
ば
、
何
で
し
ょ
う
か
。

 

問
9

 
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
民
間
主
導
で
行
う
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
、
人
材
育

成
塾
を
世
田
谷
区
に
開
設
す
る
と
仮
定
し
ま
す
。
あ
な
た
が
利
用
す
る
か
否
か
を
決
め
る

際
、
ど
の
条
件
を
重
視
し
ま
す
か
。

 

 

（
4
）
問

1
～

4
の
回
答
結
果
と
考
察

 

 

図
表

2
-5

 
年
齢
 
 
図
表

2
-6

 
性
別
 
 

 
 
図
表

2
-7

 
居
住
地

 
図
表

2
-8

 
職
業

 

 
 

 
 

問
1
～

4
は
調
査
対
象
者
の
属
性
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。

1
0
～

2
0
代
、
学
生
の
対
象
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
調
査
で
は
よ
り
平
均
的
に
対
象
を
選
定
し

た
い
。
し
か
し
、
集
中
し
て
は
い
る
が
対
象
は
様
々
で
あ
り
、
多
く
の
意
見
を
調
査
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
考
え
る
。

 

（
5
）
問

5
の
回
答
結
果
に
関
し
て
の
考
察

 

 

図
表

2
-9
 
専
修
学
校
の
講
義
へ
の
関
心

 

 

 
 

図
表

2
-1

0
 
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
情
報
が
知
り
た
い

（
前
問
に
て
「
興
味
が
な
い
」
と
回
答
し
た
者
の
う
ち
） 

 

問
5
の
専
修
学
校
の
講
義
へ
の
関
心
に
対
す
る
質
問
で
は
、
教
育
機
関
に
対
し
て
の
需
要
を
調

査
し
た
。
本
質
問
の
回
答
に
よ
る
と
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
教
育
機
関
の
講
義
を
受
け
る
こ
と

に
関
心
を
持
つ
割
合
は

2
～

3
人
に

1
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
続
く
「
必
要
が
生
じ
た

場
合
に
関
心
を
持
つ
か
ど
う
か
」
と
い
う
質
問
に
は
興
味
を
持
つ
と
い
っ
た
回
答
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
講
義
内
容
、
さ
ら
に
講
義
修
了
後
に
得
ら
れ
る
も
の
へ
の
需
要
次
第
で
は
、

多
く
の
人
が
講
義
内
容
に
関
心
を
向
け
る
と
分
析
で
き
、
当
事
業
に
お
い
て
、
受
講
生
と
な
り
う

る
人
材
は
多
い
と
考
え
る
。

 

 （
6
）
問

6
～

7
の
回
答
結
果
に
関
し
て
の
考
察

 

 図
図
表

2
-1

1
 
世
田
谷
区
の
イ
メ
ー
ジ
（
複
数
回
答
）

 
  

図
表

2
-1

2
 
世
田
谷
区
が
創
造
す
べ
き

 

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
（
上
位
５
項
目
）
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問
6
～

7
で
は
、
現
状
の
世
田
谷
区
に
対
し
て
の
印
象
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
問

6
の
「
現

在
の
世
田
谷
区
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
質
問
」
に
お
い
て
回
答
数
が

3
0
を
超
え
る
も
の
に
注

目
す
る
と
、
裕
福

(富
裕
層
が
多
い

)・
高
級
住
宅
街
・
住
宅
街
・
高
級
な
ど
同
様
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

次
に
、
問

7
の
「
世
田
谷
区
が
持
つ
べ
き
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
」
の
回
答
数
上
位

3
項
目
は

高
級
・
暮
ら
し
や
す
い
・
自
然
が
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
環
境
に
関
し
て
の
記
述
が
多
い

こ
と
が
分
か
る
。

 

以
上
結
果
よ
り
商
業
面
か
ら
後
押
し
す
る
人
材
を
育
成
・
輩
出
す
る
当
事
業
は
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

 

 

（
7
）
問

8
～

9
の
回
答
結
果
に
関
し
て
の
考
察

 

 

図
表

2
-1

3
 
自
己
開
発
（
複
数
回
答
）

 

 
 

図
表

2
-1

5
 
受
講
期
間
（
複
数
回
答
）

 

 
  

図
表

2
-1

4
 
受
講
料
（
複
数
回
答
）

 
 

 
 

図
表

2
-1

6
 
講
義
時
間
帯
（
複
数
回
答
）

 

 
  

図
表

2
-1

7
 
希
望
講
師
（
複
数
回
答
）

 

 
 

図
表

2
-1

9
 
講
義
内
容
（
複
数
回
答
）

 

 

図
表

2
-1

8
 
希
望
受
講
地
（
複
数
回
答
）

 

 
 

 

問
9

-7
の
「
そ
の
他
の
要
望
」
に
関
す
る
自
由
記
述
欄
で
は
、
専
門
知
識
に
特
化
し
た
内

容
を
希
望
す
る
、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
、
講
義
に
少
人
数
制
を
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
の
意

見
が
得
ら
れ
た
。

 
 

 

問
8
～

9
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
現
状
、

当
事
業
と
の
差
異
が
あ
る
部
分
は
あ
る
が
、
参
考
に
し
て
反
映
で
き
る
部
分
は
、
柔
軟
に
対

応
し
て
、
講
義
を
計
画
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
も
記
述
が
あ
っ
た
、
会
場
ま
で

の
交
通
の
便
や
専
門
性
に
特
化
し
た
講
義
内
容
は
、
網
羅
で
き
て
お
り
、
実
際
に
実
行
に
移

す
段
階
に
は
、
非
常
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
し
た
講
義
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
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第
3
章

 
世
田
谷
創
造
学
校
の
事
業
計
画
書

 
 3

-1
. 
目
的

 

今
回
の
事
業
計
画
案
の
核
と
な
る
世
田
谷
創
造
学
校
と
は
、
地
域
振
興
に
欠
か
せ
な
い
第
一

の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
人
材
の
育
成
を
行
う
各
種
学
校
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
輩
出
し
た
人
材

が
地
域
貢
献
し
、
さ
ら
に
世
田
谷
区
を
、
学
習
機
会
が
多
く
人
材
育
成
が
盛
ん
な
地
域
、
そ
し

て
能
力
の
高
い
人
材
を
多
く
輩
出
す
る
地
域
と
し
て
価
値
創
造
し
、
そ
れ
を
他
の
地
域
に
発
信

す
る
こ
と
で
、
世
田
谷
区
の
魅
力
の
発
信
と
地
域
活
性
化
を
狙
う
。

 

 3
-2

. 
会
社
概
要

 

 
世
田
谷
創
造
学
校
の
会
社
概
要
お
よ
び
規
模
は
以
下
の
よ
う
に
構
想
し
て
い
る
。

 
 

図
表

3
-1
 
会
社
概
要

 

企
業
名

 
株
式
会
社

 
世
田
谷
創
造
学
校

 
 

企
業
理
念

 
質
の
高
い
学
習
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
人
材
育
成
を
通
し
て
、
社
会
貢
献
を
追
究
し
続
け
る

 

事
業
目
的

 
各
産
業
の
担
う
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
育
成
と
人
材
育
成
を
通
し
た
地
域
振
興

 

事
業
内
容

 
理
論
お
よ
び
実
践
的
な
学
習
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
各
産
業
を
担
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
育
成

 

設
立

 
平
成

2
9
年

4
月

1
日

 
従
業
員
数

 
1

0
名

 
資
本
金

 
9

0
0
万
円

 

 3
-3

. 
学
習
コ
ー
ス
概
要

 

世
田
谷
創
造
学
校
で
は
、
内
容
別
に
３
つ
の
学
習
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

 

（
各
コ
ー
ス
詳
細
は
第

4
章
参
照
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
表

3
-2
 
各
コ
ー
ス
の
イ
メ
ー
ジ

 

①
 
６
次
産
業
×
都
市
農
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 

②
 
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 

③
 
文
化
・
芸
術
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス
 

 

 3
-4

. 
講
師
の
選
定
・
講
義
時
間
帯
お
よ
び
修
了
要
項

 

 
講
師
は
経
営
者
お
よ
び
各
実
務
経
験
者
よ
り
当
社
独
自

に
選
定
す
る
。
開
講
時
間
は
平
日
夜
間
と
土
日
昼
夜
に
行
う
。

履
修
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
別
途
作
成
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

修
了
要
項
は
全
講
座
と
も
に
２
／
３
以
上
の
出
席
か
つ
事

業
計
画
書
の
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
。

 

 3
-5

. 
期
待
さ
れ
る
効
果

 

①
能
力
の
持
っ
た
人
材
の
育
成
・
輩
出
し
、
そ
の
修
了
後
の
選
択
と
し
て
世
田
谷
区
内
で
の
活

躍
の
場
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
産
業
・
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
。

 

②
学
び
の
地
域
と
し
て
の
世
田
谷
区
の
面
を
強
化
し
、
そ
の
輩
出
し
た
能
力
の
高
い
人
材
が
魅

力
発
信
の
役
割
も
兼
ね
、
世
田
谷
区
の
価
値
を
認
識
さ
せ
、
産
業
・
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
。

 

第
4
章

 
各
学
習
コ
ー
ス
に
つ
い
て

 
 

4
-1

. 
６
次
産
業
×
都
市
農
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 

 
（

1
）
コ
ー
ス
設
立
理
由

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
で
は
、
世
田
谷
区
の
印
象
と
し
て
、
高
級
・
閑
静
・
上
品
と
い

っ
た
も
の
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
農
業
就
業
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、

都
市
化
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
６
次
産
業
を
、

都
内
で
も
広
大
な
土
地
を
持
つ
世
田
谷
区
で
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
有
数
な
都
市
農
業
教

育
の
先
駆
地
と
し
て
世
田
谷
区
は
脚
光
を
浴
び
る
と
考
え
た
た
め
、
当
コ
ー
ス
の
設
立
を
計

画
す
る
。

 

 

（
2
）
６
次
産
業
×
都
市
農
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
は

 

農
業
従
事
者
な
ど
が
、
生
産
、
加
工
、
流
通
・
販
売
を
全
て
行
う
６
次
産
業
と
、
都
市
お

よ
び
そ
の
近
郊
で
農
業
を
行
う
都
市
農
業
を
ど
ち
ら
も
両
立
し
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
人

材
の
こ
と
を
指
す
。
６
次
産
業
の
有
名
な
例
と
し
て
は
、
一
時
期
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
よ
っ
て

ブ
ー
ム
に
も
な
っ
た
北
海
道
の
花
畑
牧
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
市
農
業
と
し
て
は
、
農
業
の

生
産
機
能
と
し
て
以
外
に
も
、
都
市
環
境
保
全
や
防
災
機
能
な
ど
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。
 

６
次
産
業
を
担
う
人
材
の
認
定
、
育
成
を
目
的
と
し
て
「
食

P
ro

.」
と
い
う
国
家
認
定
制

度
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
国
家
認
定
制
度
は
、
食
の
６
次
産
業
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る

人
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
人
で
あ
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組

む
人
も
誰
で
も
対
象
と
な
る
制
度
で
あ
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
レ
ベ
ル

1
か
ら
、ト

ッ
プ
プ
ロ
レ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
レ
ベ
ル

7
ま
で
段
位
分
け
が
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
レ
ベ
ル

1
か
ら
レ
ベ
ル

4
ま
で
の
認
定
の
み
行
わ
れ
て
い
る
。

 

レ
ベ
ル

1
は
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
。
レ
ベ
ル

2
は
一
定
の
指
示
の
も
と
に
、
あ
る
程
度
仕

事
が
で
き
る
段
階
。
レ
ベ
ル

3
は
指
示
等
が
な
く
て
も
、
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る
段
階
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
や
他
の
事
業
者
か
ら

信
頼
を
受
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
や
す
く
な
る
な
ど
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

図
表

4
-1

. 
６
次
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
図
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（
3
）
シ
ラ
バ
ス

 

コ
ー
ス
名
 

所
要
期
間

 

６
次
産
業
×
都
市
農
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 
6
か
月
間

 

コ
ー
ス
の
目
的

 

農
業
の
知
識
を
初
歩
的
な
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
６
次
産

業
や
都
市
農
業
を
自
ら
経
営
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

 

講
義
内
容

 

＜
レ
ベ
ル
１
＞

 
＜
レ
ベ
ル
２
＞

 

６
次
産
業
化
論

 
６
次
産
業
化
関
連
法

 

経
営
お
よ
び
経
営
分
析
の
基
礎

 
６
次
産
業
化
事
例
分
析

 

経
営
お
よ
び
経
営
分
析
の
基
礎
（
事
例
）

 
事
業
計
画
（
基
礎
）

 

食
品
衛
生
管
理
（
基
礎
）

 
農
業
・
水
産
業
お
よ
び
食
品
加
工
・
流
通
関
連
法

 

農
産
物
と
水
産
物

 
 

食
品
衛
生
管
理
（
応
用
）

 

食
品
加
工
（
基
礎
）

 
 

農
業
技
術
と
水
産
技
術

 食
品
加
工
（
応
用
）

 

食
品
流
通

 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
基
礎
）

 

食
品
流
通
視
察

 
経
営
分
析
の
応
用

 

総
括
 

財
務
の
基
礎

 

 
財
務
会
計

 

＜
レ
ベ
ル

3
＞

 
 

金
融
制
度

 

経
営
戦
略

 
事
業
計
画
（
応
用
）

 

経
営
戦
略
（
事
例
）

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
法
（
基
礎
）

 

経
営
管
理

 
総
括
 

 

商
品
開
発

 
 

 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
応
用
）

 
＜
都
市
農
業
＞

 

６
次
産
業
化
関
連
制
度

 
都
市
農
業
と
は

 

事
業
計
画

 
（
診
断
）

 
都
市
農
業
の
課
題

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
手
法
（
応
用
）

 
都
市
農
業
の
機
能

 

総
括
 

都
市
農
業
の
具
体
的
事
例

 

 
都
市
農
業
事
業
計
画
書
の
作
成

 
 講
義
の
進
め
方

 

1
講
義

2
時
間
、
座
学
と
実
習
を
合
わ
せ
、
計

8
0
時
間
の
講
義
予
定
。

 

修
了
要
項
 

・
レ
ベ
ル

1
～

3
ま
で
の
全
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
の
受
講
。（

任
意
で
食

P
ro

.の
段
位
認
定
取
得
） 

・
一
定
基
準
以
上
の
事
業
計
画
書
の
作
成
。
実
務
家
、
専
門
家
が
内
容
を
審
査
し
、
合
否
を
判

定
す
る
。

 

以
上
の
二
点
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

 

修
了
後
の
展
望
 

就
労
と
し
て
は
、
当
学
校
の
講
師
と
し
て
の
採
用
（
雇
用
）
が
考
え
ら
れ
る
。

 

予
想
所
得
と
し
て
は
、
現
段
階
の
講
師
の
所
得
で
あ
る
年
間

3
2
0
万
円
と
想
定
す
る
。

 

 
他
の
選
択
と
し
て
は
独
立
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
所
得
は
、
６
次
産
業
を
成
功
し

た
場
合
の
売
上
高
の
例
と
し
て
、
株
式
会
社
ス
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
は
資
本
金

1
0

0
0
万
円
で
、

売
上

5
6

0
0
万
円
、
有
限
会
社
三
和
農
産
は
資
本
金

5
0
0
万
円
で
売
上

7
5
0

0
万
円
を
達
成

し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
可
処
分
所
得
は

5
0

0
万
円
前
後
が
見
込
ま
れ
る
。
当
コ
ー
ス
の
独

立
す
る
修
了
生
も
同
額
の
可
処
分
所
得
を
目
指
す
。

 

 4
-2

. 
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 

（
1
）
コ
ー
ス
設
立
理
由

 

現
在
、
世
田
谷
の
商
店
街
は
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
例
と
し
て
、
駅
周

辺
で
の
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
増
加
に
伴
い
、
商
店
街
の
店
舗
の
衰
退
や
移
り
変
わ
り
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
後
継
者
不
足
、
商
店
街
に
会
員
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
資
金
不
足
、

商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
た
い
が
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
、
活
性
化
の
た
め
の
仕
組

み
作
り
が
弱
い
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の
問
題
を
解
決
し
、
商
店
街
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
商
店
街
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
を
設
立
す
る
。
 

 （
2
）
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
は

 

現
状
分
析
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
、
宣
伝
、
サ
イ
ト
の
管
理
な
ど
を
含
め
た
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
備
え
、
さ
ら
に
法
学
や
地
域
政
策
な
ど
多
角
的
な
視
野
を
も
っ
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
来
る

2
0

2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
の
、
国
際
交
流
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
促
す
能
力
を
も
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
。

 

以
下
は
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
行
っ
た
国
際
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
で
あ
る
。
 

・
石
川
の
元
気
印
商
店
街
 
柿
木
畠
振
興
会

 

全
世
帯
が
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
目
標
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て

1
9

9
3
（
平
成

5
）
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
柿
ま
つ
り
。
柿
木
畠
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
き
た
外
国
人
留
学
生
に

柿
木
畠
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
柿
木
太
鼓
を
実
際
に
体
験
し

た
。
後
日
、
留
学
生
が
そ
の
体
験
談
を
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
た
。

 
 

図
表

4
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イ
ベ
ン
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イ
メ
ー
ジ
写
真
①
 
図
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 ・
根
岸
橋
商
店
街
で
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
大
会
＆

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

 

 
 
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
“
横
浜
ビ
ー
・

コ
ル
セ
ア
ー
ズ
”
か
ら
外
国
人
選
手
４
名

が
参
加
し
、

地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

    

（
3
）
シ
ラ
バ
ス

 

コ
ー
ス
名
 

所
要
期
間

 

商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 
6
か
月
間

 

コ
ー
ス
の
目
的

 

現
在
の
商
店
街
の
問
題
点
を
改
善
し
、
よ
り
良
い
商
店
街
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
育
成
す
る
。
そ
の
よ
う
な
人
材
輩
出
を
通
し
て
、

地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
。

 

講
義
内
容

 

＜
座
学
＞

 
 

商
店
街
の
基
本
構
造

 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

商
店
街
の
機
能
と
役
割

 
財
務
管
理

 

商
店
街
の
歴
史

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

統
計
デ
ー
タ
の
活
用
と
効
果
的
な
分
析
手
法

 

日
本
の
関
連
す
る
法
令
規
制

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

 
商
店
街
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(基
礎

) 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
法

 
商
店
街
関
係
者
に
よ
る
講
話

 

商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
 

 
買
い
物
弱
者
救
済

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

＜
実
習
＞
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

 
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー

 

W
E

B
サ
イ
ト
の
管
理
・
運
営
方
法

 
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

 

W
E

B
サ
イ
ト
の
実
践

 
商
店
街
料
理
教
室

 

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
お
よ
び
実
施
 

 
イ
ベ
ン
ト
の
評
価
お
よ
び
振
り
返
り

 
 

 講
義
の
進
め
方

 

1
講
義

2
時
間
、
座
学
と
実
習
を
合
わ
せ
、
計

8
0
時
間
講
義
予
定

 

修
了
要
項
 

全
講
義
を
受
講
後
、
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
。
審
査
は

実
務
家
、
専
門
家
を
含
む
講
師
が
行
う
。

 

修
了
後
の
展
望
 

 
商
店
街
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
受
講
生
は
、
修
了
後
各
商
店
街
に
出
向
い

て
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た
複
数
の
事
業
か
ら
な
る
計
画
書
の
作
成
を
支
援
す
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
、
商
店
街
活
性
化
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
企
画
・
立
案
支
援
を

行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
は
、

1
回

2
万
円
程
度
で
行
い
、

1
か

月
1

0
日
間
実
働
し
、
年
間

2
4

0
万
円
ほ
ど
の
可
処
分
所
得
を
目
安
と
す
る
。
そ
の
他
、

商
店
街
で
の
各
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
、実

行
に
よ
り

1
6

0
万
円
の
可
処
分
所
得
を
目
安
と
し
、

年
間

4
0

0
万
円
程
度
の
可
処
分
所
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
想
す
る
。

 

 
さ
ら
に
は
、
行
政
と
連
携
し
て
い
る
企
業
な
ど
へ
の
選
択
も
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
部
と
し
て
は
、
一
般
財
団
法
人

 
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
株
式
会
社

 
商
店
街
支

援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
企
業
が
考
え
ら
れ
る
。

 

 4-
3.
 文

化
・
芸
術
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス
 

（
1
）
コ
ー
ス
設
立
理
由

 

世
田
谷
区
の
取
組
み
と
し
て
、
下
北
沢
駅
の
再
開
発
構
想
に
お
い
て
、「

街
の
個
性
や
雰
囲

気
を
踏
ま
え
つ
つ
、
に
ぎ
わ
い
や
回
遊
性
、
子
育
て
世
代
が
住
め
る
街
、
文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
街
に
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と
」
を
目
指
す
、
と
い
う
記
事
を
平
成

2
5
年

1
1
月

2
1

日
に
小
田
急
電
鉄
が
発
表
し
た
。
文
化
・
芸
術
に
関
わ
る
現
状
と
課
題
を
考
え
て
い
る
点
か
ら

芸
術
や
文
化
に
対
す
る
世
田
谷
区
の
地
域
の
関
心
が
現
在
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

そ
こ
で
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
う
感
動
や
価
値
創
造
の
担
い
手
で
あ
る
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
育
成
を
通
じ
て
世
田
谷
区
の
地
域
振
興
を
目
的
と
す
る
。

 

 （
2
）
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
は

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
感
動
価
値
の
具
現
化
を
図
り
、
発
信
す
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
社
会
に
ア
ー
ト
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
促
進
さ
せ
る
人
材
で
あ
る
。

 

2
0

1
2
年
に
行
わ
れ
た
横
浜
市
庁
舎
を
利
用
し
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
創

造
の
実
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「

B
a
n

k
A

R
T

 1
9

2
9
」
と
い
う
展
覧
会
が
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は

芸
術
文
化
の
育
つ
場
に
す
る
と
と
も
に
、
食
に
代
表
さ
れ
る
生
活
文
化
や
、
情
報
や
都
市
、
祭

り
、
市
場
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
と
地
域
市
民
や
専
門
家
、
海
外
の
方
々
な
ど
が
交
わ
る
こ
と
で
、

普
段
は
ア
ー
ト
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
拠
点
に
足
を
運
ば
な
い
人
に
も
そ
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

W
E

B
や
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
の
制
作
に
貢
献
し
、
制
作
会
社
や
市
庁
舎
側
の
担
当
者
と
話
し
合
い
、
編
集
方
針

の
提
案
な
ど
に
よ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
た
。

 

     

図
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（
3
）
シ
ラ
バ
ス

 

コ
ー
ス
名
 

所
要
期
間

 

文
化
・
芸
術
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
コ
ー
ス

 
6
か
月
間

 

コ
ー
ス
の
目
的

 

当
コ
ー
ス
で
は
、

1
年
と
い
う
短
い
講
義
期
間
の
中
で
学
習
す
る
に
あ
た
っ
て
、
美
術
（
造

形
）、

音
楽
（
音
響
）、

映
画
・
演
劇
（
映
像
）
の
分
野
に
焦
点
を
あ
て
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
育
成
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
育
成
し
た
人
材
を
通
し
て
、
芸
術
・
文
化
が
根
付
い
て

い
る
地
と
し
て
世
田
谷
区
を
価
値
創
造
し
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
。

 

講
義
内
容

 

＜
講
義
＞
 

指
定
管
理
者
の
業
務
 

ｱｰ
ﾄ･
ﾏﾈ
ｰｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
の
背
景
と
需
要

 
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
 

ｱｰ
ﾄ･
ﾏﾈ
ｰｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
概
論
Ⅰ
（
音
楽
史
）
 

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
 

ｱｰ
ﾄ･
ﾏﾈ
ｰｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
概
論
Ⅱ
（
美
術
史
）
 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
基
礎
）
 

ｱｰ
ﾄ･
ﾏﾈ
ｰｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
概
論
Ⅲ
（
映
画
史
）
 

有
効
活
用
で
き
る
政
策
の
利
用
方
法
 

ｱｰ
ﾄ･
ﾏﾈ
ｰｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
概
論
Ⅳ
（
日
本
の
伝
統
芸
能
） 

事
業
計
画
書
の
作
成
方
法
 

ア
ー
ト
の
市
場
分
析
 

事
業
計
画
書
の
作
成
 

ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
連
性

 
接
遇
マ
ナ
ー
 

ア
ー
ト
と
法
律
（
著
作
権
の
管
理
）
 

ｸﾗ
ｳﾄ
ﾞﾌ
ｧﾝ
ﾃﾞ
ｨﾝ
ｸﾞ
に
よ
る
資
金
調
達
 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割
 

 
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
 

＜
実
習
＞
 

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
 

ﾊﾞ
ｯｸ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞﾂ
ｱｰ

1（
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
 

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
 

ﾊﾞ
ｯｸ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞﾂ
ｱｰ
Ⅱ
（
世
田
谷
美
術
館
）
 

イ
ベ
ン
ト
の
評
価
お
よ
び
振
り
返
り
お
よ
び

継
続
 

ﾊﾞ
ｯｸ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞﾂ
ｱｰ
Ⅲ
（
世
田
谷
ﾊﾟ
ﾌﾞ
ﾘｯ
ｸｼ
ｱﾀ
ｰ）

 

文
化
施
設
の
運
営
 

ﾊﾞ
ｯｸ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞﾂ
ｱｰ
Ⅳ
（
東
宝
ス
タ
ジ
オ
見
学
）
 

 講
義
の
進
め
方

 

講
義
の
終
盤
は
、
実
際
に
世
田
谷
区
の
施
設
を
訪
問
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

 

修
了
要
項
 

半
年
間
講
義
を
受
講
す
る
。
更
に
、
受
講
者
が
制
作
し
た
企
画
書
を
基
に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
入
賞
者
は
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
。

 

修
了
後
の
展
望
 

イ
ベ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
演
出
家
等
か
ら
活
動
を
行
っ
て
き
、
将
来
的
に
は
世
田
谷
区

の
美
術
館
や
文
学
館
な
ど
の
施
設
で
自
ら
企
画
制
作
と
運
営
管
理
を
兼
務
す
る
。
修
了
者
の
年

間
所
得
が
約

3
0
0
万
～

4
0
0
万
円
以
上
に
な
る
よ
う
に
、
卒
業
後
の
一
定
期
間
は
イ
ベ
ン
ト
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
の
可
能
な
拠
点
の
紹
介
を
行
う
こ
と
で
対
策
を
取
っ
て
い
く
。

 

 

第
5
章

 
経
営
戦
略
お
よ
び
資
金
計
画
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-1
. 
経
営
戦
略

 

 
当
事
業
に
お
け
る
経
営
戦
略
を
以
下
の
よ
う
に
構
想
す
る
。

 

図
表

5
-1
 
市
場
環
境
と
競
争
優
位
性

 

競
合

他
社

 
会

社
経

営
者

の
開

発
を

行
う

組
織

 

例
)専

門
学

校
 東

京
ス

ク
ー

ル
・オ

ブ
・
ビ

ジ
ネ

ス
 

競
合

優
位

性
 よ

り
高

い
専

門
性

を
も

っ
た

学
習

内
容

の
提

供
に

よ
り

、
専

門
分

野
に

お

い
て

よ
り

優
秀

な
人

材
を

開
発

す
る

点
 

加
え

て
、

特
定

地
域

に
特

化
し

た
事

業
の

用
意

す
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

地

域
の

地
域

活
性

化
を

促
進

す
る

点
 

市
場

規
模

 
教

育
業

界
の

昨
年

時
点

で
の

業
界

規
模

は
約

80
0
0

億
円

で
あ

り
、

平
成

2
1

年
以

降
は

成
長

が
続

い
て

い
る

。
 

リ
ス

ク
と

 

解
決

策
 

講
師

陣
の

選
定

・
招

聘
方

法
・修

了
後

の
支

援
方

法
を

産
学

公
間

の
協

力

体
制

に
よ

り
、

解
決

す
る

。
 

 

5
-2

. 
資
金
計
画

 

私
た
ち
は
、
当
事
業
に
お
け
る
収
支
計
画
を
試
算
し
た
。
下
記
の
図
表

5
-2

は
、
予
定
し

て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
て
当
事
業
を
行
っ
た
場
合
の
売
上
・
営
業
利
益
の
推
移
を
表
し
て

い
る
。

3
年
目
（

5
,6

期
）
よ
り
黒
字
化
を
予
定
し
て
い
る
。

 

 

図
表

5
-2
 
売
上
・
営
業
利
益
の
推
移
グ
ラ
フ

 

 
（
左
は
売
上
高
、
右
は
営
業
利
益
を
表
す
）

 

 
 

 

 

年
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図
表

5
-3

 
収
支
計
画
項
目
詳
細

 
項

目
１

年
目

(１
.2

期
目

）
①

売
上

高
¥
24

,0
00

,0
00

①
受

講
生

 受
講

生
（６

０
名

）×
（入

会
金

5万
円

+受
講

料
15

万
円

）×
2期

②
売

上
原

価
¥
19

,2
00

,0
00

②
人

件
費

 （
講

師
月

3名
+従

業
員

５
名

）×
月

２
０

万
円

×
１

２
か

月
③

売
上

総
利

益
¥
4,

80
0,

00
0

③
=①

-②
④

初
期

費
用

¥
3,

21
2,

64
8

④
敷

金
・改

装
費

 2
,3

50
,0

00
 備

品
費

　
86

2,
64

8
⑤

テ
ナ

ン
ト

料
¥
2,

40
0,

00
0

⑤
世

田
谷

区
（６

０
㎡

程
度

）平
均

テ
ナ

ン
ト

料
か

ら
算

出
　

月
２

０
万

円
×

１
２

か
月

⑥
水

道
光

熱
費

¥
72

0,
00

0
⑥

学
習

教
室

の
平

均
的

な
光

熱
費

を
参

照
　

月
６

万
円

×
１

２
か

月
⑦

販
売

促
進

費
¥
4,

80
0,

00
0

⑦
売

上
高

(①
）×

20
％

⑧
そ

の
他

経
費

¥
60

0,
00

0
⑧

コ
ピ

ー
機

リ
ー

ス
費

な
ど

　
月

５
万

円
×

１
２

か
月

⑨
販

売
管

理
費

合
計

¥
11

,7
32

,6
48

⑩
営

業
利

益
(¥

6,
93

2,
64

8)

項
目

２
年

目
(3

.4
期

目
）

①
売

上
高

¥
26

,4
00

,0
00

①
受

講
生

は
年

15
％

増
、

69
名

　
他

科
目

受
講

会
員

前
年

20
％

　
12

名
②

売
上

原
価

¥
19

,2
00

,0
00

②
人

件
費

③
売

上
総

利
益

¥
7,

20
0,

00
0

③
=①

-②
④

支
払

利
息

¥
40

0,
00

0
④

支
払

利
息

10
00

万
円

借
り

入
れ

　
年

利
４

％
⑤

テ
ナ

ン
ト

料
¥
2,

40
0,

00
0

⑤
世

田
谷

区
（６

０
㎡

程
度

）平
均

テ
ナ

ン
ト

料
か

ら
算

出
　

月
２

０
万

円
×

１
２

か
月

⑥
水

道
光

熱
費

¥
72

0,
00

0
⑥

学
習

教
室

の
平

均
的

な
光

熱
費

を
参

照
　

月
６

万
円

×
１

２
か

月
⑦

販
売

促
進

費
¥
5,

28
0,

00
0

⑦
売

上
高

(①
）×

20
％

⑧
そ

の
他

経
費

¥
60

0,
00

0
⑧

コ
ピ

ー
機

リ
ー

ス
費

な
ど

　
月

５
万

円
×

１
２

か
月

⑨
販

売
管

理
費

合
計

¥
9,

40
0,

00
0

⑩
営

業
利

益
(¥

2,
20

0,
00

0)

項
目

3年
目

(5
.6

期
目

）
①

売
上

高
¥
30

,6
00

,0
00

①
受

講
生

は
年

15
％

増
、

80
名

　
他

科
目

受
講

会
員

前
年

20
％

　
14

名
②

売
上

原
価

¥
19

,2
00

,0
00

②
人

件
費

③
売

上
総

利
益

¥
11

,4
00

,0
00

③
=①

-②
④

支
払

利
息

¥
40

0,
00

0
④

支
払

利
息

10
00

万
円

借
り

入
れ

　
年

利
４

％
⑤

テ
ナ

ン
ト

料
¥
2,

40
0,

00
0

⑤
世

田
谷

区
（６

０
㎡

程
度

）平
均

テ
ナ

ン
ト

料
か

ら
算

出
　

月
２

０
万

円
×

１
２

か
月

⑥
水

道
光

熱
費

¥
72

0,
00

0
⑥

学
習

教
室

の
平

均
的

な
光

熱
費

を
参

照
　

月
６

万
円

×
１

２
か

月
⑦

販
売

促
進

費
¥
6,

12
0,

00
0

⑦
売

上
高

(①
）×

20
％

⑧
そ

の
他

経
費

¥
60

0,
00

0
⑧

コ
ピ

ー
機

リ
ー

ス
費

な
ど

　
月

５
万

円
×

１
２

か
月

⑨
販

売
管

理
費

合
計

¥
10

,2
40

,0
00

⑩
営

業
利

益
¥
1,

16
0,

00
0

 
以
上
は
、
当
事
業
の
財
務
面
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
る
。

 

       

第
6
章

 
総
括

 
 6

-1
. 
課
題
と
展
望

 

（
1
）
課
題

 

現
状
、
当
事
業
案
を
実
施
す
る
上
で
の
不
安
要
素
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 

①
講
師
陣
の
選
定
・
招
聘
方
法

 

②
修
了
後
の
支
援

 

 
 
以
上
は
、
行
政
と
民
間
企
業
、
さ
ら
に
大
学
の
連
携
に
よ
り
解
消
が
可
能
だ
と
考
え
る
。
よ

っ
て
、
当
事
業
計
画
案
を
実
行
に
移
す
上
で
、
最
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
産

学
公
の
連
携
・
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
だ
と
考
え
る
。

 

 （
2
）
展
望

 

 
 
当
事
業
計
画
案
の
展
望
と
し
て
、
受
講
生
の
ニ
ー
ズ
の
積
極
的
な
取
り
入
れ
を
主
に
掲
げ
て

い
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
希
望
す
る
講
義
内
容
を
実
施
時
間
や
、
さ
ら
に
は

講
師
の
人
柄
に
ま
で
言
及
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
計
画
段
階
か
ら
実
行
に
移
し
た
後
も
、

受
講
者
の
意
識
に
マ
ッ
チ
す
る
学
習
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
に
取
り
組
む
。

 

 6
-2

. 
お
わ
り
に

 

今
回
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
頂
き
、
今
大
会
の
主
催
で
あ
る
、
せ
た

が
や
自
治
政
策
研
究
所
、
な
ら
び
に
後
援
い
た
だ
く
東
京
商
工
会
議
所
世
田
谷
支
部
、
世
田
谷

区
商
店
街
連
合
会
、
公
益
社
団
法
人
世
田
谷
工
業
振
興
協
会
、
公
益
財
団
法
人
世
田
谷
区
産
業

振
興
公
社
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
加
え
て
、
今
回
の
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
協
力
・
ご
助
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
対
し
て
も
感
謝
の
意
が
絶
え
な
い
。

 

最
後
に
、
こ
の
大
会
が
世
田
谷
区
の
さ
ら
な
る
繁
栄
と
興
隆
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
、
当
事

業
計
画
を
提
案
す
る
。
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w

w
.s

e
ij

o
.o

r.
jp

/〉
(最

新
参
照

 
2
0
1
4
年

8
月

) 
 

 
農
林
水
産
省

 
 
〈

h
tt

p
:/

/w
w

w
.m

a
ff

.g
o
.j

p
/〉

(最
新
参
照
 

2
0
1
4
年

8
月

) 
 

 
厚
生
労
働
省

 
 
〈

h
tt

p
:/

/w
w

w
.m

h
lw

.g
o
.j

p
/〉

(最
新
参
照
 

2
0
1
4
年

8
月

) 
 

 
せ
た
が
や

 
S

E
T

A
G

A
Y

A
 C

IT
Y

 
〈

h
tt

p
:/

/w
w

w
.c

it
y.

se
ta

g
a

y
a

.l
g
.j

p
/i

n
d

e
x
.h

tm
l〉
（
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月
）
 

 

 
一
般
社
団
法
人
日
本
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
協
会

 
〈

h
tt

p
:/

/w
w

w
.j

e
p

c.
co

m
/〉
（
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月
）

 

 
女
子
美
術
大
学

 
〈

h
tt

p
:/

/w
w

w
.j

o
sh

ib
i.

a
c.

jp
/〉
（
最
新
参
照
 

2
0
1
4
年

1
0
月
）

 

 
株
式
会
社
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.s
y
o
u

te
n

g
a
i-

sh
ie

n
.c

o
m

/i
n

d
e
x
.h

tm
l(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
 
月

) 

 
経
済
産
業
省
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.m
e
ti

.g
o
.j

p
/(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 

 
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.j
cr

d
.j

p
/(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 

 
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t

o
k

y
o
-k

o
sh

a
.o

r.
jp

/(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 

 
日
経
メ
ッ
セ
：

h
tt

p
s:

//
m

e
ss

e
.n

ik
k

e
i.

co
.j

p
/j

s/
co

lu
m

n
/c

a
t4

5
4
/1

2
4
7
3
9
.h

tm
l(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 

 
東
京
都
商
店
街
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.t
o
sh

in
re

n
.o

r.
jp

/i
n

d
e
x
.h

tm
l(
最
新
参
照

 
2

0
1
4
年

1
0
月

) 

 
公
共
財
団
法
人
世
田
谷
区
産
業
振
興
公
社
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.s
e
ta

g
a

y
a

-i
cl

.o
r.

jp
/(
最
新
参
照
 

2
0
1
4
年

1
0
月

) 

 
世
田
谷
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

/世
田
谷
区
商
店
街
連
合
会
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.u
k

iu
k

i-
se

ta
g
a
y
a
.c

o
m

/i
n

d
e
x
.h

tm
l(
最
新
参
照

 
 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
：

h
tt

p
:/
/w

w
w

.s
m

rj
.g

o
.j

p
/i

n
d

e
x
.h

tm
l(
最
新
参
照

 
2
0
1
4
年

1
0
月

) 
 

（
参

 
考
）

 

２
０
１
４

 
７

 

★
世
田
谷
区
の
人
材
育
成
を
通
し
た
ブ
ラ
ン
ド
創
造
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
★

 
 

境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
民
間
主
導
で
行
う
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
、
人
材
育
成
塾
を
世

田
谷
区
に
開
設
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合
を
図
れ
る
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
育
成
を
通
し
て
、
世
田
谷
区
の
ブ
ラ
ン
ド
創
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
 

現
時
点
で
は
、
様
々
な
学
習
コ
ー
ス
を
想
定
し
て
調
査
・
事
業
計
画
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
に
て
事
業

計
画
案
の
一
部
を
も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
実
務
家
や
研
究
者
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
以
上
の
テ
ー
マ
に
つ
き
、
選
択
式
を
中
心
に
、
一
部
に
記
述
式
を
交
え
て
回
答
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
選
択
式
の
設
問
で
は
、
該
当
す
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
記
述
式
の
設
問
に
つ
い
て

は
、
簡
単
で
結
構
で
す
の
で
回
答
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

■
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

問
1 
 
 
年
齢

  
 

①
10

歳
代
 
 ②

20
歳
代
  

③
30

歳
代
 
 ④

40
歳
代
 
 ⑤

50
歳
代
 
 ⑥

60
歳
代
以
上
 

問
2 
 
 
性
別

 
 

 
①
男
性
  

 
②
女
性
 

問
3 

 
現
在
の
ご
住
所
 

東
京
都
（
①
世
田
谷
区

 
②
世
田
谷
区
で
な
い

23
区
内

 
③
23

区
外
）
 

④
神
奈
川
県

 
 
⑤
埼
玉
県
 
 
⑥
千
葉
県
 
 
⑦
茨
城
県
 
 
⑧
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

問
4 
 
 
ご

職
業
は
、
次
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
 
（
○
は
ひ
と
つ
だ
け
）
 

①
 
無
職
（
学
生
を
除
く
）
 
 
②
 
有
職
 
フ
ル
タ
イ
ム
 
③
 
有
職
 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
 
 
④
 
有
職
 
自
営
業
 

⑤
 
学
生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥
  
そ
の
他
  

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

)  
問

5 
大
学
や
専
門
学
校
に
所
属
し
な
が
ら
、
他
の
専
修
学
校
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
興
味
・
関
心
は
あ
り
ま
す
か
。

 

 
 
  
  
①
 興

味
が
あ
る
 
 
 
 
②
興
味
が
な
い
 

上
記
で
②
と
回
答
し
た
方
は
、
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
ま
す
か
。
 

①
知
り
た
い
 
 
 
 
 
②
知
り
た
く
な
い
 

■
 
世
田
谷
区
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

問
6 
 あ

な
た
が
世
田
谷
区
の
特
徴
を
一
言
で
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、
何
で
す
か
。
 

( 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

問
7 
 あ

な
た
が
世
田
谷
区
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
（
将
来
を
含
め
）
を
創
る
と
す
れ
ば
、
何
を
考
え
ま
す
か

 
 

 

( 
 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

)  
■

 
自
己
開
発
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 
 
（
○
は
い
く
つ
で
も
複
数
可
）

 

問
8 
 あ

な
た
が
将
来
の
ご
自
身
に
投
資
を
す
る
と
す
れ
ば
、
何
で
し
ょ
う
か
。

 

①
 
身
体
の
錬
成
・
健
康
の
増
進
 
②
 
専
門
技
術
・
能
力
の
取
得
（
所
得
に
直
結
）
 

③
 
専
門
技
術
・
能
力
の
取
得
（
趣
味
中
心
、
所
得
に
直
結
し
な
く
て
可
）
④
 
保
有
資
産
の
増
大
（
株
式
投
資
ほ
か
運
用
）
 

⑤
 
退
職
後
の
新
た
な
人
生
設
計
 
 
⑥
  
そ
の
他
  

( 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

■
 
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
、
育
成
塾
の
開
設
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 
（
○
は
い
く
つ
で
も
複
数
可
）

 

問
9 

 
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
民
間
主
導
で
行
う
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
、
人
材
育
成
塾
を
世
田
谷
区
に
 

開
設
す
る
と
仮
定
し
ま
す
。
あ
な
た
が
利
用
す
る
か
否
か
を
決
め
る
際
、
以
下
の
ど
の
条
件
を
重
視
し
ま
す
か
。
 

な
お
、
該
当
す
る
選
択
肢
（
 
 
）
の
最
適
の
も
の
に
○
を
記
入
。
 

①
 
費
用
 
  
  
（
  
1
万
円
以
内
  
  
1～

10
万
円
  
  
11
～
30

万
円
  
  
30

万
円
以
上
  
  
）
 

②
 
履
修
期
間
 （

  
 
 
3
ヶ
月
  
  
 
6
ヶ
月
  
  
 
1
年
  
  
 
2
年
  
  
 
2
年
超
 
  
）
 

③
 
時
間
帯
 
 
( 

 
 
 
平
日
・
夜
 
 
 
土
日
・
昼
間
 
 
 
土
日
・
夜
間
 
 
 
 
) 

④
 
講
師
陣
 
 （

  
現
役
経
営
者
 
 技

術
・
実
務
家
  

大
学
等
研
究
者
 
 退

職
有
識
者
  
）
 

⑤
 
場
所
 
  
 （

  
世
田
谷
区
内
 
 区

外
で
東
京
都
内
 
 東

京
都
外
 
 場

所
は
不
問
  
  
）
 

⑥
 
内
容
 
  
 （

  
商
工
業
起
業
 
現
代
農
業
起
業
 
国
際
交
流
振
興
 
文
化
芸
術
振
興
 

 
 
  
 
  
ス
ポ
ー
ツ
振
興
 
医
療
・
介
護
振
興
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
近
所
力
振
興
  
）
 

⑦
 
そ
の
他

  
 
( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 )
 

そ
の
他
、
「
世
田
谷
ブ
ラ
ン
ド
創
造
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
裏
面
に
ご
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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